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研究成果の概要（和文）：高等学校における学力評価システムの改善モデルについて，小・中学校における学力
評価方式との関連性と教育課程経営のPDSサイクルの視点からの検討の重要性を明確にした上で，現行の４観点
別評価と評定を見直し，結果，①知識・技能，②論理的思考力，③主体的学習態度の３観点と①達成，②要努力
の２段階による目標に基づく評価と，自由記述方式による目標にとらわれない評価を合わせた学力評価システム
の改善モデルを提案した。
これを実現させる条件として，教育専門性による校長等のリーダーシップと校内の教育実践と評価に関する情報
交換ネットワーク，さらに教育委員会の主体的な教育条件整備活動と大学入試改革の重要性を指摘した。

研究成果の概要（英文）：A new model of criterion-referenced assessment should include assessments of
 knowledge, skill, thinking, and attitude. It is to be a two-grade (A or B) evaluation. A new model 
of assessment should include criterion-referenced assessment and goal-free evaluation. 
In order for this assessment system to be realized and made to function, formation of an information
 network is required. Moreover, the leadership of a principal and a vice-principal, with specialist 
knowledge in education is required. In addition, the board of education should provide the necessary
 conditions for supporting these measures in high schools. 

研究分野： 社会科学
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１．研究開始当初の背景 
（1）高等学校の指導要録に基づく学力評価
方式（４観点３段階評価、５段階評定）につ
いては，義務教育学校ほど観点別評価の十分
な定着は見られず，それゆえ「指導要録にお
いて観点別学習状況を記載」することなど，
その改善が大きな課題となっている。現在、
「きめの細かい学習指導の充実と生徒一人
一人の学習内容の定着を図る」ことにより，
「高等学校教育の質の保障」が強く求められ
ている（中教審教育課程部会報告『児童生徒
の学習評価の在り方について』2010 年 3 月
24 日）。また，観点別評価に比較的取り組ん
でいる場合でも，観点別評価の取り扱いと構
造，Ａ・Ｂ・Ｃの３段階評価のあいまいさと
相対評価化傾向，観点別評価の評定化の方法，
評定の相対評価化傾向など，評価システムお
よび評価技術上さまざまな問題もみられる。
さらに，その評価方式が生徒の学習において
改善の手がかりや見通しを与えるものとは
必ずしもなっていないという状況もみられ
る｡ 
 
（2）この点について，日本教育方法学会，
日本カリキュラム学会，野外文化教育学会，
東北教育実践・経営学会などにおける研究発
表等をとおして，問題状況を分析し，改善方
策の手がかりを得るために議論し，検討して
きた｡その結果，３観点２段階評価と自由記
述による学力評価モデルを提案した。 
 
２．研究の目的 
（1）研究の全体構想としては，平成 22 年 5
月改訂の高等学校生徒指導要録にみられる
学力評価の有効性と問題性を生徒の学習意
欲の向上の視点から実証的に分析し，学力評
価方式の特徴と課題を踏まえ，高等学校にお
ける学力評価システムの改善モデルの有効
性と実現性を提示することである。 
 
（2）そのために本研究では，①高等学校に
おける指導要録の学力評価方式の取り組み
実態を調査分析し，学力評価の特徴と課題を
把握し，②学力評価システムを，生徒の学習
意欲を高め，教育合理的で，かつ実現可能な
改善モデルとして構築し，③実証的に評価す
るとともに，④それが効果的に機能するため
の条件・課題について提示することを目的と
している。 
 
３．研究の方法 
（1）研究手順として，全国の教育委員会調
査，意欲的に研究開発を進めているいくつか
の高等学校調査（特に神奈川県など）の実態
調査研究，および文部科学省調査をもとに，
学力評価方式の実態と問題点を明らかにす
るとともに，高等学校における学力評価シス
テムの改善モデルを構築する。 

① 問題分析，資料分析。文部科学省と都
道府県・政令指定都市の教育委員会にお

ける高等学校の指導要録改訂に関する
審議会資料と学力評価方式に関する手
引書や調査資料および文献を収集し，分
析し，何を根拠にどのような学力がどの
ように評価されているかを整理する 

② 全国調査。都道府県と政令指定都市の
教育委員会に対して，高等学校における
指導要録の記載方法（学力評価方式）に
ついてどのような指導助言や支援活動
がなされているかを調査する。 

③ 事例研究。学力形成や学力評価の研究
開発に力を入れている高等学校(研究協
力者の勤務校を含む)に対して，学力形
成と学力評価にどのような工夫がなさ
れているかを調査する。 

④ 上記の調査研究を踏まえて，高等学校
の学力評価システムの改善モデルを構
築する。 

 構築した学力評価システムの改善モデル
について，本研究の研究協力校(研究協力者
の勤務する高等学校)において試行すること
によって実証的に評価するとともに，それが
効果的に機能するための条件・課題について
析出する。 
 
４．研究成果 
（1）これまでの学力評価研究における「評
価規準」・「評価基準」作成の精緻化傾向にみ
られる問題点を指摘し，観点別評価と評定の
相対評価化傾向の問題点，さらに観点別評価
を評定に総括する方法の問題点を明確にし，
評価システムおよび評価技術上の課題を浮
き彫りにした点。 
高等学校における学力評価について，教育委
員会調査からは，成績支援システム等を導入
している一部の教育委員会を除いて，文部科
学省の提示する指導要録の参考様式がその
まま使用され，観点別評価の観点の工夫や新
たな観点の設定等，教育委員会としての創意
工夫がみられず，高等学校任せになっている
ことがわかった。 
高等学校調査からは，評定を作成する場合，
観点別評価から総括するという方法につい
ては，一部の学校でみられたが，ほとんどの
場合，定期試験の評価を基礎に平常点とレポ
ート等を加味して行うという方法がとられ
ていた。また，観点別評価については，教師
が授業を行う際の指導事項や指導の観点と
して扱われることが多いことがわかった。そ
の主な理由として，高等学校における長年の
慣行や大学入試における調査書の扱いにあ
ることがわかった。また，観点の中でも，関
心・意欲・態度については，評価しにくく，
中には授業態度と誤解しているケースもみ
られた。 
 
（2）これらのことから，高等学校における
学力評価システムの改善モデルについては，
小・中学校における学力評価方式との関連性
と教育課程経営のPDSサイクルの視点からの



検討の重要性を明確にした上で，現行の４観
点別評価と評定を見直し，結果，①知識・技
能，②論理的思考力，③主体的学習態度の３
観点と①達成，②要努力の２段階による目標
に基づく評価と，自由記述方式による目標に
とらわれない評価を合わせた学力評価シス
テムの改善モデルを提案した。すなわち，実
態分析をとおし，生徒の学習上の改善の手が
かりや見通しを与え，学習意欲を高める学力
評価方式の提案を行った点。 
このように教師の指導においても効果的で，
生徒にとっても学習の見通しが立つ学力評
価システムの開発は，学術上および教育実践
上，大きな意味を持つ｡ 
この学力評価システムの改善モデルを実現
させる条件として，教育専門性による校長等
のリーダーシップと校内の教育実践と評価
に関する情報交換ネットワーク，それを支え
る教育委員会の主体的な教育条件整備活動
と大学入試改革の重要性を指摘した。 
 
（3）本研究の成果によって，高等学校の学
力評価システムをめぐる議論において，また
指導要録の改善に関する教育政策を立案す
る上での科学的な視点と根拠を提示するこ
とができる。各高等学校における学力形成と
学力評価の改善を図る上での実践的な手が
かりが得られる。教育行政が，指導行政，と
りわけ高等学校の学力評価システムを支援
する上での手がかりが得られる。すなわち，
このシステムを実現，機能させる条件として
は，教育専門性による校長等のリーダーシッ
プと校内の教育実践と評価に関する情報交
換ネットワークの形成が不可欠であり，それ
を支える教育委員会の主体的な教育条件整
備活動と大学入試改革が重要であることを
指摘した。 
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